
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                
 
 

 
発行者 大口町中地域自治組織 
協  働 大 口 町 地 域 協 働 課 ～「地域のつながり・向こう三軒両隣」の絆を求めて～ 

かわら版 

▽住民交流会を開催します （世代交流の会） 

▽第１２回大口町まちづくり協働フォーラム 

～中地域で災害が起こったら～ 

「中地域まちづくり」 
第７９号 

余野・垣田・さつきケ丘のみなさんへ 発行日 令和２年３月１日 

令和２年１月２５日（土）午後１時３０分から大口町健康文化センター４Ｆほほえみホールで、NPO 法

人まちねっと大口と大口町主催の第１２回大口町まちづくり協働フォーラムが開催され、中地域自治組織

は第２部「みんなで話し合ってみよう～円卓会議のすすめ～」に参加しました。 

「中地域で災害が起こったら」をテーマに、中地域自治組織役員と中地域内の余野区、垣田区、さつき

ヶ丘の各区長、大口西小学校長をはじめ，地域内で活動する各種団体代表などで円卓会議が進められまし

た。 

 最初に、災害が起きた時、各種団体がかかえる課題を話し合いました。 

○青パトを活用すればライフラインが止まっても広報活動はできるかも。 ○災害時町職員が各地域に

派遣されることは難しい。 ○要支援者（高齢者，障がい者）名簿登録者の３分の２は地域の支援がない。

○ 新しい住民は「地震が来ても大丈夫な地域」を選択肢にするなど防災意識が低いのでは。新旧住民の

つながりが重要。 ○会員は要支援者がほとんど。１人世帯は、特に女性が多い。名簿から外れている人

もあるのでは。 ○町内で高齢率が２番目に高い地区。地区内の防災センターを３日間一時的に避難でき

るようにしている。高齢者、子ども優先。 ○アンケート調査を実施。助けてほしい人が多く、助けてあ

げる人は３人だけ。災害時、揺れでドアや窓が開かなくなる．啓蒙活動として防災センターに行っている。 

                                         裏面につづく 



  

○災害時の避難所である西小体育館。避難所をいつまで開放

できるのか。早く学校を再開すれば、大人が日常を取り戻せる

のでは。 

などの各団体から課題があがりました。 

続いて意見交換がありました。 

 ○中地域自治組織の基本目標である「「向こう三軒両隣」のよ

うに、災害が起きた時近所の人を受け入れできるようになると

いい。 ○通学ルート上にブロック塀や石碑など倒れそうなものがあり心配。大口西小学校の避難所に行く

ルートを知る必要がある。 ○地域とかかわらない人にどう対応するのか。参加できる雰囲気つくりが必要。 

○町では、各世帯で７日分備蓄を推奨している。 ○ペット同伴の避難所問題。 

など多くの意見交換がなされました。 

 円卓会議の取りまとめとして、中地域自治組織では、 

・問題点を洗い出し、住民の意識向上 

・各区長とのコミュニケーション 

を目指します。 

 

 

この円卓会議を一時的なものにしないためにも、

中地域自治組織は、今後とも地域内の各種団体と

コミュニケーションを図り、災害に強い地域を目

指しますので、皆様のご支援ご協力をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 日 時 令和２年４月１１日（土） 午前１０時から 

 場 所 さつきヶ丘防災センター 

＊傍聴席も準備しておりますので、多くの方のご参加を

お待ちしてます。 

＊各世帯で７日分の備蓄を心がけましょう。 

◎第７回大口町中地域自治組織定期総会を開催します 


